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原子力発電所の斜面安定性評価を踏まえた 

斜面の実裕度に関する考察 

 
 
目  的 

一般的に、原子力発電所の重要施設に対する評価においては、保守的に安全裕

度をもった設計・評価がなされており、周辺斜面の耐震安定性評価においても、

種々の安全裕度を考慮した評価がなされている。しかしながら、こういった安全

裕度をもった評価結果の実裕度については、必ずしも定量化されておらず、特に

周辺斜面について実裕度を検討した報告は多くない。 

本報告では、伊方発電所の周辺斜面を例にとって、原子力発電所の周辺斜面が

有する実裕度に関する考察を報告する。 

 
主な成果 

1. 考慮されている保守的な安全裕度の整理 

周辺斜面の耐震安定性評価において考慮されている保守的な安全裕度を整理

した。主には、せん断強度、すべり面側方の抵抗、斜面の保護工について、それ

ぞれが有している保守性を整理した。 

 
2. 安全裕度の定量化に関する検討 

せん断強度とすべり面側方の抵抗について、安全裕度の定量化を試みた。せん

断強度については、現実的なせん断強度を設定した場合の評価結果との比較に

より、30%程度の安全裕度が考慮されていることを確認した。すべり面側方の抵

抗については、側方の抵抗を考慮した場合の評価結果との比較により、40%程度

の安全裕度が考慮されていることを確認した。 
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